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（
質
問
の 

七
二
）

答

弁

第

七

二

号 

    

衆
議
院
議
員
井
上
良
二
君
提
出
地
方
自
治
体
議
会
の
決
議
執
行
停
止
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す

る
。 

内
閣
衆
質
第
七
二
号 

昭
和
二
十
五
年
十
二
月
八
日 

衆

議

院

議

長 

幣 
原 
喜 
重 

郞 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

吉 

田 
 

茂 

一 

 



 

三 

衆
議
院
議
員
井
上
良
二
君
提
出
地
方
自
治
体
議
会
の
決
議
執
行
停
止
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一 

地
方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
決
は
、
法
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
つ
て
効
力
を
有
し
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
こ
れ
を
尊
重

す
べ
き
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。 

二 

特
に
地
方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
決
だ
け
を
対
象
と
し
て
、
そ
の
執
行
を
停
止
し
、
又
は
こ
れ
を
撤
回
せ
し
め
る
こ
と

を
直
接
明
定
し
た
法
の
規
定
は
な
い
が
、
行
政
事
件
訴
訟
に
お
い
て
、
地
方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
決
の
効
力
が
争
わ
れ

る
こ
と
で
あ
る
。 

三 

具
体
的
な
訴
訟
事
件
に
関
し
て
裁
判
所
が
し
た
処
分
の
当
否
に
つ
き
、
当
該
訴
訟
事
件
の
係
属
中
に
、
政
府
が
判
断
を

下
す
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
が
、
大
阪
地
方
裁
判
所
が
茨
木
市
議
会
の
議
決
の
執
行
を
停
止
す
べ
き
こ
と
を
命
じ
た
の 

は
、
行
政
事
件
訴
訟
特
例
法
第
十
條
第
二
項
本
文
の
規
定
に
よ
つ
て
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

ま
た
、
大
阪
府
選
挙
管
理
委
員
会
が
行
つ
た
補
欠
選
挙
の
告
示
の
改
訂
は
、
右
の
執
行
停
止
命
令
が
あ
つ
た
こ
と
に
よ

つ
て
、
当
該
補
欠
選
挙
に
お
い
て
選
挙
す
べ
き
議
員
の
数
が
変
更
す
る
に
至
つ
た
こ
と
に
伴
う
や
む
を
得
な
い
措
置
と
考 



四 

地
方
公
共
団
体
の
議
会
の
違
法
な
議
決
に
関
し
て
は
、
当
該
地
方
公
共
団
体
の
長
が
特
定
の
措
置
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
旨
の
地
方
自
治
法
第
百
七
十
六
條
の
規
定
も
あ
る
が
、
な
お
研
究
す
る
こ
と
に
し
た
い
。 

五 

諸
般
の
事
情
を
慎
重
に
検
討
し
て
適
切
に
処
理
し
た
い
。 

六 

行
政
事
件
訴
訟
特
例
法
に
よ
れ
ば
、
処
分
の
執
行
停
止
を
命
ず
る
裁
判
所
の
決
定
に
対
し
て
は
、
不
服
を
申
し
立
て
る

こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
つ
て(
第
十
條
第
五
項)

、
同
法
第
十
條
第
二
項
但
書
の
規
定
は
、
右
の
決
定
に
対
す
る
抗
告
の

道
を
ひ
ら
い
た
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
。 

え
る
。 

右
答
弁
す
る
。 

四 

 




